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 実は，海外のタレント発掘では，成熟度を判定するのに DXA 法（dual energy X-ray 



































































































に基づき，早熟，普通，晩熟の 3 つの成熟度別グループに分類し，身長の MPV 年齢と体重
の MPV 年齢の差（ズレ）が，早熟から晩熟にかけて小さくなることを報告している．また，
藤井ら（1995）は，ウェーブレット補間法によって近似された発育速度曲線を mid-growth 
spurt および after-growth spurt の出現状況から分析を試みたところ，早熟タイプから晩熟タ
















第 3 節 身長のトラッキングに関する文献研究 
 









学 1 年時（6 歳）から高専 5 年時（19 歳）までの 14 年間の身長データがそろった男子学生
163 名の身長変動を調査したところ，小学 1 年時に低身長と判定された者が，中学 3 年時で
も低身長と判定されたのは 57.6%であったと報告している．一方で，小学 1 年時に高身長と
判定された者が、中学 3 年時でも高身長と判定されたのは 51.5%であったと報告している．
また，村松ら（1988）も，身長計測値を Percentile Method によって大群，中群，小群と分け，














Branta et al.（1984）の，5 歳から 10 歳までの運動能力におけるトラッキング調査では，男
児の腕の柔軟性，立ち幅跳び，垂直跳びおよびダッシュスピードにおいて，5 歳と 10 歳の
間に中程度の相関関係が認められ，女児では 5 歳から 10 歳までのシャトルランにおいて中
程度の相関関係が認められたと報告している．Keogh（1969）は，6 歳から 9 歳までの立ち
幅跳びのトラッキング調査の結果，相関係数は男児で 0.60，女児で 0.70 であったと報告を
している．Glassow et al.（1960）の報告においても，6 歳から 12 歳までの女児の立ち幅跳び
およびダッシュスピードのトラッキング調査の結果，相関係数は立ち幅跳びで 0.74，ダッシ
ュスピードで 0.70 であったとしており，Szopa（1991）は，7 歳から 14 歳までの握力のトラ




力（r = 0.840），跳躍力（r = 0.592），および投力（r = 0.673），そして体力総合（r = 0.717）に
おいては，顕著にトラッキング度合いが高かったと報告をしており，女児は，柔軟性，走力，
投力，敏捷性および体力総合の項目で有意なトラッキングが認められ，中でも走力（r = 0.562）










































































学 1 年生から高校 3 年生までの身長発育が縦断的に測定された者を対象に，スポーツ選手








































































体格および体力による競技成績を把握するため，階級別（SS 級，S1 級，S2 級，A1 級，
A2 級，A3 級）で，一元配置分散分析および，下位検定として Tukey 検定を実施する．






























スポーツ選手の生理学的成熟度を検討するために，MPV 年齢と MPV を各群で集約し，
比較を行う．さらに，一般対照群における身長の MPV 年齢の平均値と標準偏差から，
5 段階の評価基準を構築し，評価チャートに基づき，スポーツ選手群個々人の MPV 年
齢の頻度分布を導く． 
スポーツ選手における身長と体重の MPV 年齢の差について検討するために，体重の
MPV 年齢から身長の MPV 年齢を引き，身長と体重の MPV 年齢の差を算出し，比較す
る。 
身長および体重の MPV と MPV 年齢との比較，MPV 年齢の頻度分布，身長と体重の
MPV 年齢の差の検証から，生理学的成熟度を考慮した Human Resource を明らかにする． 































ジュニア男女子を対象に，小学 1 年生から中学 3 年生まで身長を縦断的に測定する． 
対象となった者の中から，中学 3 年時における身長の平均値と標準偏差を算出し，






















第 8 項 スポーツタレントの発掘システムマネジメントの構築 
 
↓ 
ジュニア男女子を対象に，年少時から小学 6 年生（小学 1，2 年生を除く）まで運動機












タレント発掘事業に参加した小学 2 年生～小学 5 年生の男女子を対象として，身長，

































第 2 節 対象および調査・測定方法 
 




として世界大会に出場している男子選手 815 名（バレーボール 141 名，サッカー：345 名，
競泳：61 名，テニス：37 名，ハンドボール：178 名，陸上・短距離：28 名，陸上・長距離：
25 名）および女子選手 740 名（バレーボール 141 名，サッカー：249 名，競泳：81 名，テ
ニス：35 名，ハンドボール：160 名，陸上・短距離：26 名，陸上・長距離：48 名）の計 1555







から Ganpule et al.（2007）が提唱している算出式を用いた．以下にそれぞれの算出式を示す． 
 
「BMI」      = 体重[kg]÷身長[m]2×100 
「体表面積」   = 88.83×体重[kg]0.444×身長[cm]0.663 












選手 1577 名（バスケットボール：353 名，バレーボール：141 名，サッカー：345 名，野
球：345 名，競泳：61 名，テニス：37 名，ハンドボール：178 名，ホッケー：64 名，陸上
短距離：28 名，陸上長距離：25 名）と女子選手 1117 名（バスケットボール：63 名，バレ
ーボール：141 名，サッカー：249 名，ソフトボール：45 名，競泳：81 名，テニス：35 名，










っていた男子選手 1681 名（S 級 S 班：9 名，S 級 1 班：173 名，S 級 2 班：363 名，A 級 1
班：377 名，A 級 2 班：387 名，A 級 3 班：372 名）と女子選手 L 級 1 班 99 名とした．対照














Ganpule et al.（2007）が提唱している算出式を用いた．以下にそれぞれの算出式を示す． 
 
「BMI（kg/m2）」 = 体重 [kg]÷身長 [m]2 
「男子体表面積（cm2）」= 53.189×体重[kg]0.362×身長[cm]0.833 
「女子体表面積（cm2）」= 110．529×体重[kg]0.445×身長[cm]0.627 
「男子基礎代謝量（kcal/日）」= ((0.1238＋(0.0481×体重 [kg])＋(0.0234×身長 [cm])‐
(0.0138×年齢－ 0.5473))×1000÷4.186 
「女子基礎代謝量（kcal/日）」= ((0.1238＋(0.0481×体重 [kg])＋(0.0234×身長 [cm])‐
(0.0138×年齢－ 0.5473×2))×1000÷4.186 
 






出場した某高等学校の男子 3 年 45 名（バスケットボール：8 名，バレーボール：2 名，野
球：8 名，陸上競技：16 名，ラグビー：5 名，テニス：6 名）と女子 3 年 50 名（バスケット
ボール：15 名，ハンドボール：8 名，バレーボール：9 名，陸上競技：12 名，ソフトボール：
4 名，水泳：2 名）である．加えて彼らは，運動およびトレーニング実施状況が小学 5 年か
ら高校 3 年まで，週に 6 日，1 日 3～4 時間であることが，運動実施状況のアンケート調査
とインタビュー調査により正確に確認されている． 
そして，一般対象群は運動で特別な戦績を有さない某公立高等学校の男子 3 年 85 名と女
子 3 年 85 名とした．彼らにおいても，運動およびトレーニング実施状況が小学 5 年から中





健康診断票の追跡調査を行い，1983 年（6 歳時）から 1994 年（17 歳時）までの身長と体重
の縦断的測定値を得た． 
 
第 5 項 ジュニア期における身体 Resource のトラッキングシステム解析① 
－児童期における身長・運動機能要素の検証－ 
 










新体力テストを参考に行った．また，これらの測定を小学 1 年生時から小学 6 年時の春（4
月）と秋（10 月）の年 2 回（小学 6 年時のみ春の 1 回のみ），縦断的に実施された．そのた
め，測定された体格と運動機能データは縦断的発達データとして得られたものである． 
 
第 6 項 ジュニア期における身体 Resource のトラッキングシステム解析② 
－低・高身長のトラッキングに基づく縦断的発育パターンの検証－ 
 
対象は，1994 年度および 1995 年度に生まれた者で，小学 1 年時から中学 3 年時までの連
続した身長発育データが得られた男子 4922 名と女子 4685 名とした． 
 そして本研究では，高身長の発育状況について調査をするために，この対象の中から，中




第 7 項 ジュニア期における身体 Resource のトラッキングシステム解析③ 
－高運動機能者の縦断的トラッキング推移に関する検証－ 
 
対象は，年少時から小学 6 年時（小学 1，2 年生を除く）までの連続した運動機能発達デ
ータ［握力，長座体前屈，50m 走（幼児期は 25m走タイムを 2 倍にした値を用いた），立ち




年少時における各運動機能の平均値（Mean: M）と標準偏差（Standard Deviation: SD）を算
出し，M+0.5SD 以上の者を高運動機能者と判定し，分析対象とした． 
 
第 8 項 スポーツタレントの発掘システムマネジメントの構築 
 
 対象は，2006 年度～2012 年度で某県のタレント発掘事業に参加した小学 2 年生～小学 5
年生の男子 2004 名（2 年：534 名，3 年：615 名，4 年：485 名，5 年：370 名）と女子 1453
名（2 年：331 名，3 年：430 名，4 年：394 名，5 年：298 名）であった．そして，これらの


















第 3 節 解析手法 
 









～+1.5SD の場合は“やや大きい”，-0.5SD～+0.5SD の場合は“普通”，-0.5SD～-1.5SD の場
合は“やや小さい”，そして-1.5SD より小さい場合は“小さい”と評価することとした． 
 





次数は AIC 値が最も小さい値を採用した． 
 

































Matsuura，1999）．そのため，本研究では，運動選手群および一般対照群の 6 歳から 17 歳ま
での身長と体重の発育現量値に対してウェーブレット補間法を適用し，発育現量値曲線を
導き出した．次に，その発育現量値を微分して導かれた発育速度曲線から最大発育速度（以




群と一般対照群の身長および体重の MPV と MPV 年齢について対応のない t 検定を用いて
比較を行った． 
そして，スポーツ選手の生理学的成熟度を検討するために，ウェーブレット補間法によっ




本研究で導かれた一般対照群における身長の MPV 年齢の平均値と標準偏差から，5 段階平
均値評価法を採用し，身体的成熟度の評価チャートを構築した．そして，この評価チャート
に基づき，運動選手群個々人の MPV 年齢の頻度分布を導いた． 
最後に，スポーツ選手における身長と体重の MPV 年齢の差（ズレ）について検討をする
ために，体重の MPV 年齢から身長の MPV 年齢を引き，身長と体重の MPV 年齢の差を算




















て，評価判定された体格と運動機能の小学 1 年から 6 年までの推移を解析し，体格と運動
機能のトラッキング状況を検討した．そのトラッキング状況の解析として，まず，各評価帯
への定着率として同じ評価帯に定着している割合が高いところを基準とする．次に，基準の
評価帯に定着していれば，+5 点が付与される．そして，基準の評価帯から 1 ランクずつ変
化すれば，1 点ずつ減点される． 
なお本研究では，毎年 2 回（小学 6 年時のみ 1 回）測定が実施されており，測定毎の評価
得点を算出しているため，全て基準の評価帯に定着していれば，全体合計で最大 55 点にな
る．そこで本研究では，全学年を通して定着得点が 50 点以上であれば，小学 1 年生から小
学 6 年生まで，運動機能はトラッキングをしていると判定することとした． 
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第 6 項 ジュニア期における身体 Resource のトラッキングシステム解析② 
－低・高身長のトラッキングに基づく縦断的発育パターンの検証－ 
 
小学 1 年時から中学 3 年時へと成長する段階で，高身長と判定された者がどのような身長
推移を示すか分析する．そのために，それぞれの年齢で身長評価をすることができる評価チ
ャートを作成する必要がある．そこで，本研究で得られているデータ（男子：4922 名，女子：
4685 名）を基に，各学年における身長の M，M±0.5SD，M±1.5SD 値に対して，ウェーブレ
ット補間モデルを適用し，身長の縦断的加齢発育評価チャートを構築した．なお，各評価帯
は，M+1.5SD 以上を”高身長”，M+0.5SD 以上 M+1.5SD 未満を”やや高身長”，M-0.5SD 以
























女子：106 名）を基に，各学年における各運動機能の M，M±0.5SD，M±1.5SD 値に対して，
ウェーブレット補間モデルを適用し，運動機能の縦断的加齢発達評価チャートを構築した．
評価チャートの判定基準としては，M+1.5SD 以上を”優れる”，M+0.5SD 以上 M+1.5SD 未満








て，基準の評価帯から 1 ランクずつ変化すれば，1 点ずつ減点される． 












まずは，運動能力項目（反復横跳び，25m 走，4 方向ステップ）における各データの小学 2




学校統計保健調査の小学 2 年生～小学 5 年生の身長の平均値と標準偏差を使用し，平均値
±0.5SD，平均値±1.5SD を算出し，5 段階評価基準を作成する．最後に，各項目における高















第 4 節 研究の限界 
 
第 1 項 対象による限界 
 
本研究で対象としているエリートスポーツ選手はプロやトップリーグ，日本代表の各選
手の一部である．また，大学生は愛知県内の，縦断的調査における小学 1 年生～中学 3 年




























































































第 2 節 方 法 
 
第 1 項 対 象 
 
対象者は，エリートスポーツ選手群として，日本のトップリーグに所属もしくは，日本代
表として世界大会に出場している男子選手 815 名（バレーボール 141 名，サッカー：345 名，
競泳：61 名，テニス：37 名，ハンドボール：178 名，陸上・短距離：28 名，陸上・長距離：
25 名）および女子選手 740 名（バレーボール 141 名，サッカー：249 名，競泳：81 名，テ
ニス：35 名，ハンドボール：160 名，陸上・短距離：26 名，陸上・長距離：48 名）の計 1555
名とした．また，対照群として，一般男子大学生 16339 名と一般女子大学生 5900 名とした． 
 















「BMI」    = 体重[kg]÷身長[m]2×100 
「体表面積」  = 88.83×体重[kg]0.444×身長[cm]0.663 
































バレーボール選手群（図 2）は，男女ともに BMI のみ“普通”で，それ以外は男女ともに
“大きい”と評価された．サッカー選手群（図 3）は，男子の BMI，女子の体重，BMI，お
よび基礎代謝量は“普通”と評価されたが，それ以外は男女ともに“やや大きい”と評価さ























































































































第 6 節 図 表 
 






























Tennis（Japan Tennis Association） http://www.jta-tennis.or.jp/player/tabid/197/Default.aspx
Handball（JAPAN HANDBALL LEAGUE） http://www.jhl.handball.jp/
Track-and-Field（Japan National Team : Sprinters）
Track-and-Field（Japan National Team :
 Long-distance Runners）














Tennis（Japan Tennis Association） http://www.jta-tennis.or.jp/player/tabid/197/Default.aspx#WomensActivePlayers
Handball（JAPAN HANDBALL LEAGUE） http://www.jhl.handball.jp/
Track-and-Field（Japan National Team : Sprinters）
Track-and-Field（Japan National Team :
Long-distance Runners）









































mean+1.5SD 179.88 mean+1.5SD 165.90
mean+0.5SD 174.00 mean+0.5SD 160.53
mean 171.06 mean 157.85
mean-0.5SD 168.13 mean-0.5SD 155.16
mean-1.5SD 162.25 mean-1.5SD 149.79
mean+1.5SD 79.15 mean+1.5SD 63.53
mean+0.5SD 68.02 mean+0.5SD 55.62
mean 62.46 mean 51.67
mean-0.5SD 56.90 mean-0.5SD 47.72
mean-1.5SD 45.78 mean-1.5SD 39.81
mean+1.5SD 26.59 mean+1.5SD 25.04
mean+0.5SD 23.08 mean+0.5SD 22.16
mean 21.32 mean 20.72
mean-0.5SD 19.57 mean-0.5SD 19.28
mean-1.5SD 16.06 mean-1.5SD 16.39
mean+1.5SD 18906.56 mean+1.5SD 16356.42
mean+0.5SD 17450.09 mean+0.5SD 15216.31
mean 16721.86 mean 14646.26
mean-0.5SD 15993.63 mean-0.5SD 14076.21
mean-1.5SD 14537.16 mean-1.5SD 12936.11
mean+1.5SD 1726.56 mean+1.5SD 1344.11
mean+0.5SD 1583.15 mean+0.5SD 1237.13
mean 1511.44 mean 1183.63
mean-0.5SD 1439.74 mean-0.5SD 1130.14





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 1 スポーツ選手群全般における体格チャートと統計値 
 
 











Men 1.48 1.11 0.50 1.40 1.15







































































Men 2.70 1.62 0.47 2.18 1.88























         Men                  Women 




図 3 サッカー選手群における体格チャートと統計値 
 
 

































Men 1.49 1.02 0.42 1.33 1.14















































Men 1.07 0.80 0.38 1.02 0.80























         Men                  Women 









































Men 0.79 0.67 0.37 0.83 0.56















































Men 1.64 1.73 1.04 1.96 1.72

































         Men                  Women 
































Men 1.41 0.66 0.10 1.00 0.76















































Men 0.14 -0.56 -0.65 -0.46 -0.72




























































第 2 節 方 法 
 
第 1 項 対 象 
 
本研究の対象は，日本のトップリーグに所属，もしくは日本代表として世界大会に出して
いる男子選手 1577 名（バスケットボール：353 名，バレーボール：141 名，サッカー：345
名，野球：345 名，競泳：61 名，テニス：37 名，ハンドボール：178 名，ホッケー：64 名，
陸上短距離：28 名，陸上長距離：25 名）と女子選手 1117 名（バスケットボール：63 名，バ
レーボール：141 名，サッカー：249 名，ソフトボール：45 名，競泳：81 名，テニス：35 名，
ハンドボール：160 名，ホッケー：269 名，陸上短距離：26 名，陸上長距離：48 名）の計
2694 名とした． 
 









次数は AIC 値が最も小さい値を採用した． 
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第 3 節 結 果 
 
図 1〜20 は，各スポーツ競技種目の身長に対する体重の回帰図を示している．男子につい
ては，バスケットボール：y = 0.0145X2 - 4.3255x - 385.32 (R2=0.78)，バレーボール：y = 0.0106x2 
- 2.9722x + 265.36 (R2=0.66)，サッカー：y = 0.7925x - 69.189 (R2=0.70)，野球：y = 0.7993x - 
60.002 (R2=0.26)，競泳：y = 0.8711x - 82.847 (R2=0.49)，テニス：y = 0.9705x - 100.62 (R2=0.48)，
ハンドボール：y = 1.082x - 113.8 (R2=0.60)，ホッケー：y = 1.082x - 113.8 (R2=0.52)，陸上短
距離：y = 0.8426x - 81.306 (R2=0.68)，陸上長距離：y = 0.5388x - 36.374 (R2=0.48)であった．
一方で女子は，バスケットボール：y = 0.0197x2 - 6.0404x + 518.8 (R2=0.88)，バレーボール：
y = 0.6533x - 49.743 (R2=0.59)，サッカー：y = 0.0127x2 - 3.3391x + 260.6 (R2=0.66)，ソフトボ
ール：y = 0.6381x - 40.702 (R2=0.22)，競泳：y = 0.7175x - 61.565 (R2=0.63)，テニス：y = 0.7175x 
- 61.565 (R2=0.46)，ハンドボール：y = 0.0112x2 - 2.9332x + 241.83 (R2=0.54)，ホッケー：y = 
0.5973x - 39.932 (R2=0.42)，陸上短距離：y = 0.039x2 - 12.297x + 1019.6 (R2=0.56)，陸上長距













































































図 2 男子バレーボール選手の身長に対する体重の回帰図 
 
 






















































図 4 男子野球選手の身長に対する体重の回帰図 
 
 























































図 6 男子テニス選手の身長に対する体重の回帰図 
 
 





















































図 8 男子ホッケー選手の身長に対する体重の回帰図 
 
 



















































図 10 男子陸上長距離選手の身長に対する体重の回帰図 
 
 






















































図 12 女子バレーボール選手の身長に対する体重の回帰図 
 
 























































図 14 女子ソフトボール選手の身長に対する体重の回帰図 
 
 
























































図 16 女子テニス選手の身長に対する体重の回帰図 
 
 






















































図 18 女子ホッケー選手の身長に対する体重の回帰図 
 
 






















































図 20 女子陸上長距離選手の身長に対する体重の回帰図 
 
 






























































































おいても同様なことが言える．競輪は，S 級 S 班を頂点に，S 級 1～2 班，A 級 1～3 班の 6

































第 2 節 方 法 
 




っていた男子選手 1681 名（S 級 S 班：9 名，S 級 1 班：173 名，S 級 2 班：363 名，A 級 1
班：377 名，A 級 2 班：387 名，A 級 3 班：372 名）と女子選手 L 級 1 班 99 名とした．対照
群の一般者として，我が国の肥満率は，20 歳代後半から 30 歳代前半に増加するという報告
（田浦，2009）があることから，身長の発育と肥満による体重増加のバイアスができる限り
小さくなるよう大学生を対象とした．そのため本研究で用いたデータは，2008 年度～2016
















「BMI（kg/m2）」 = 体重 [kg]÷身長 [m]2 
「男子体表面積（cm2）」= 53.189×体重[kg]0.362×身長[cm]0.833 
「女子体表面積（cm2）」= 110.529×体重[kg]0.445×身長[cm]0.627 
「男子基礎代謝量（kcal/日）」= ((0.1238＋(0.0481×体重 [kg])＋(0.0234×身長 [cm])‐
(0.0138×年齢－ 0.5473))×1000÷4.186 
「女子基礎代謝量（kcal/日）」= ((0.1238＋(0.0481×体重 [kg])＋(0.0234×身長 [cm])‐
(0.0138×年齢－ 0.5473×2))×1000÷4.186 
 











































第 3 節 結 果 
 
第 1 項 体格における競輪選手と一般者との比較 
 
まず，一般的に競輪選手はどのような体型をしているか調査するために，一般者を基準と






図 1 および図 2 は，一般者を基準とした競輪選手の標準化されたレーダーチャートを男女





第 2 項 階級による体格および体力の比較 
 




いる．分析の結果，体重においては有意な差が認められ（F (5, 1675) = 4.13, P < 0.05），S 級
78 
 
S 班は S 級 2 班，A 級 1 班，A 級 2 班，および A 級 3 班より大きい値を示した．また，S 級
1 班も A 級 2 班より大きい値を示した．BMI においても有意な差が認められ（F (5,1675) = 
3.92, P < 0.05），S 級 S 班は S 級 1 班，S 級 2 班，A 級 1 班，A 級 2 班，および A 級 3 班より
大きい値を示した．体表面積においては，分散分析では有意な差が認められたが（F (5, 1675) 
= 2.61, P < 0.05），多重比較検定では有意な差が認められる項目はなかった．基礎代謝量にお
いては，有意な差が認められ（F (5, 1675) = 4.00, P <0.05），S 級 S 班は A 級 1 班と A 級 2 班
より，S 級 1 班は A 級 2 班より大きい値を示した．しかし，身長，胸囲，太股の太さ，背筋
力，および肺活量においては有意な差が認められなかった．そして，図 3～図 8 は，全男子
競輪選手を基準とした各階級の標準化されたレーダーチャートを示している．その結果，S
級 S 班の体重，BMI，体表面積，基礎代謝量，太股の太さ，および肺活量は“やや大きい”























































体重，BMI，および基礎代謝量において，有意差が認められ，S 級 S 班は大きい値を示した．
またレーダーチャートにおいても S 級 S 班の体重，BMI，体表面積，基礎代謝量，太股の太
さ，および肺活量は“やや大きい”と評価され，S 級 S 班のみ他の階級とまったく異なった














校を卒業し，プロとなる選手は，最低でも A 級 3 班の体型や体力が必要であることが考え



































第 6 節 図 表 
 
 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































な男子運動選手は身長が高く，早熟傾向にあり，身長と体重の MPV 年齢のズレが 0.2 歳以
内で体格のバランスは良いとある．また，女子では男子と同じく身長は高く，成熟度は普通
























第 2 節 方 法 
 
第 1 項 対 象 
 
対象者は，運動選手群として高等学校の全国大会（インターハイ，国体，甲子園大会等）
に出場した某高等学校の男子 3 年 45 名（バスケットボール：8 名，バレーボール：2 名，野
球：8 名，陸上競技：16 名，ラグビー：5 名，テニス：6 名）と女子 3 年 50 名（バスケット
ボール：15 名，ハンドボール：8 名，バレーボール：9 名，陸上競技：12 名，ソフトボール：
4 名，水泳：2 名）である．加えて彼らは，運動およびトレーニング実施状況が小学 5 年か
ら高校 3 年まで，週に 6 日，1 日 3～4 時間であることが，運動実施状況のアンケート調査
とインタビュー調査により正確に確認されている． 
そして，一般対象群は運動で特別な戦績を有さない某公立高等学校の男子 3 年 85 名と女
子 3 年 85 名とした．彼らにおいても，運動およびトレーニング実施状況が小学 5 年から中


















できる（藤井ほか, 1994 ; 藤井と山本, 1995 ; 藤井と松浦, 1996 ; 藤井と川浪, 1988 ; Fujii and 
Matsuura, 1999）．そのため，本研究では，運動選手群および一般対照群の 6 歳から 17 歳ま
での身長と体重の発育現量値に対してウェーブレット補間法を適用し，発育現量値曲線を
導き出した． 
次に，その発育現量値を微分して導かれた発育速度曲線から最大発育速度（以下 MPV : 






よび体重の MPV と MPV 年齢について対応のない t 検定を用いて比較を行った． 
そして，スポーツ選手の生理学的成熟度を検討するために，ウェーブレット補間法によっ








に基づき，運動選手群個々人の MPV 年齢の頻度分布を導いた． 
 最後に，スポーツ選手における身長と体重の MPV 年齢の差（ズレ）について検討をする
ために，体重の MPV 年齢から身長の MPV 年齢を引き，身長と体重の MPV 年齢の差を算























第 3 節 結 果 
 
第 1 項 スポーツ選手と一般者の身長と体重の比較 
 






第 2 項 スポーツ選手と一般者の身長と体重の MPV 年齢の比較 
 
表 1-1および表 1-2は，それぞれ運動選手群および一般対照群における身長と体重の MPV
年齢と MPV の統計値を男女別に示している． 
まず男子の場合，運動選手群における身長の MPV 年齢の平均は 12.22（SD＝0.76）歳で，
体重の MPV 年齢の平均は 12.39（SD＝1.12）歳であった．一般対照群における身長の MPV
年齢の平均は 12.91（SD＝1.07）歳で，体重の MPV 年齢の平均は 13.15（SD＝1.42）歳であ




女子の場合，運動選手群における身長の MPV 年齢の平均は 11.07（SD＝1.20）歳で，体
重の MPV 年齢の平均は 11.59（SD＝1.28）歳であった．一般対照群における身長の MPV 年
齢の平均は 10.81（SD＝0.85）歳で，体重の MPV 年齢の平均は 11.71（SD＝1.08）歳であっ
97 
 




















第 4 項 スポーツ選手における身長と体重の MPV 年齢の差異（ズレ） 
 




まず男子においては，運動選手群における身長と体重の MPV 年齢の差の平均は 0.16 歳
（SD＝0.80）で，一般対照群は 0.24 歳（SD＝1.27）であり，この両群間に有意差は認めら
れなかった．そして，女子においては，運動選手群における身長と体重の MPV 年齢の差の
平均は，0.52 歳（SD＝0.78）で，一般対照群は 0.90 歳（SD＝1.00）であり，両群間に有意
差 （P<0.05）が認められた． 
本研究では，個々人の体重の MPV 年齢から身長の MPV 年齢を引いているため，平均が
正の場合，全体として，体重の MPV 年齢が身長の MPV 年齢より大きいことを意味する．
しかし，個々人について見れば，体重の MPV 年齢の出現が早く，負の数値を示す場合もあ
る．そのため，身長の MPV 年齢の出現を基準に，体重の MPV 年齢の出現が遅い場合を正
順序，同じ場合を同時出現，早い場合を逆順序として，個々人の出現順序も検討することと
した． 
表 5-1 は，男子の各群における出現順序の結果を示しているが，身長と体重における MPV
年齢の出現順序の分布は運動選手群と一般対照群間に有意差（p<0.01, df=2）が認められ，
運動選手群の方が同時出現の割合が多い結果となった．女子においては，男子とは異なった












第 4 節 考 察 
 
本研究は，運動選手を対象に，その小学 1 年から高校 3 年までの身長と体重の発育プロ
セスから，運動選手の発育パターンの特徴を述べ，体格の特性とバランスを論議し，その論
議の中からタレント発掘の重要なポイントを探る．そして，これらの論議を整理することで




























男子では，一般対照群で 0.24 歳，運動選手群で 0.16 歳，女子では，対象群 0.90 歳で，運動
選手群で 0.52 歳であった．男子では身長と体重の MPV 年齢の差（ズレ）は両群間で有意差
は認められなかったが，女子では両群間で有意差（P<0.01）が認められた．このことから，

















別グループに分類し，身長の MPV 年齢と体重の MPV 年齢の差（ズレ）が，早熟から晩熟
にかけて小さくなることを報告している．Lindgren（1978）は，身長と体重の MPV 年齢を
それぞれ PHV（Peak Height Velocity）年齢と PWV（Peak Weight Velocity）年齢として使用し
















2） 身長と体重の MPV 年齢の差（ズレ）において，男子運動選手は，差（ズレ）が小さ
く同時出現が多い．女子運動選手は，差（ズレ）が小さいが，正順序（身長の MPV
















第 6 節 図 表 
 






























Mean 12.91 10.36 13.15 8.70
SD 1.07 1.61 1.42 2.13
Mean 12.22 10.73 12.39 9.28














Mean 10.81 8.60 11.71 7.09
SD 0.85 1.74 1.08 1.81
Mean 11.07 8.54 11.59 7.50








Early Age at MPV ＜ 11.3 Age at MPV ＜ 9.6
Somewhat early 11.3≦ Age at MPV ＜ 12.3 9.6≦ Age at MPV ＜ 10.4
Average 12.3≦ Age at MPV ≦ 13.4 10.4≦ Age at MPV ≦ 11.3
Somewhat late 13.4＜ Age at MPV ≦ 14.4 11.3＜ Age at MPV ≦ 12.1




























Maturity Athletes Controls Total
Early 7 （15.6%） 6 （7.1%） 13
Somewhat early 14 （31.1%） 19 （22.4%） 33
Average 24 （53.3%） 32 （37.6%） 56
Somewhat late 0 （0.0%） 25 （29.4%） 25
Late 0 （0.0%） 3 （3.5%） 3



























Maturity Athletes Controls Total
Early 4 （8.0%） 8 （9.4%） 12
Somewhat early 8 （16.0%） 24 （28.2%） 32
Average 14 （28.0%） 31 （36.5%） 45
Somewhat late 15 （30.0%） 17 （20.0%） 32
Late 9 （18.0%） 5 （5.9%） 14

































































































































第 2 節 方 法 
 
第 1 項 対 象 
 


























デルを適用し，コホート的発育発達評価チャートを構築した（図 1-1～図 1-5, 図 2-1～図 2-
5）．評価チャートの判定基準として，平均値+1.5 SD 以上が「優れている」，平均値+1.5 SD
が平均値+1.5 SD が「やや優れている」，平均値が-0.5 SD 以上である 値+0.5 SD は「平均」，









ータを適用した．そして，評価判定された体格・運動能力の小学 1 年から 6 年までの推移を
解析し，運動能力のトラッキング状況を検討する．トラッキング状況の分析方法は次の通り
である（図 3, 表 2）． 
① 同じ評価範囲に収まっている割合が高いところを基準にした． 
② そして，各評価帯への定着率として同じ評価帯に定着すれば＋5 点，1 ランクずつ変化
すれば 1 点ずつ減点するように設定した。 






























第 3 節 結 果 
 
 表 3 は，男子と女子における体格と運動能力の各測定値の 1 年生から 6 年生までのトラ
ッキング率を示している．この表を参照すると，男女を含めた体格と運動能力のトラッキン
グ判定では，身長 100％，体重 97%，50m 走 76%，立ち幅跳び 79%，ソフトボール投げ 86%
であった． 
男女別では，男子の身長で 100%，体重で 94%，50m 走で 82%，立ち幅跳びで 76%，ソフ
トボール投げで 94%と判定された．女子の身長で 100%，体重で 100%，50m 走で 67%，立


















第 4 節 考 察 
 














 さらに，小学 1 年生の体格と運動能力の評価位置が小学 6 年生まで移行するかどうか調
査した．今回の体格のトラッキングでは，小学 1 年時点で男女の身長，体重ともに評価判定
された評価帯がそのまま小学 6 年まで移行していることが示された（表 4-1）．また，運動能
力においても体格と同様に，各カテゴリーの子どもたちは 6 年生まで変わらないことが示
































第 5 節 まとめ 
 
























第 6 節 図 表 
 
 













































number of people 1118 1116 1107 1101 1118 1062 1123 1115 1113 1089 1119 1043
average
(cm)
116.72 122.99 127.94 133.67 139.11 145.25 115.92 121.72 127.72 133.75 140.28 146.89
standard deviation
(cm)
4.82 4.93 5.28 5.68 6.07 6.97 4.80 5.08 5.37 5.99 6.94 6.63
number of people 1101 1100 1094 1089 1102 1049 1109 1101 1098 1079 1108 1037
average
(kg)
21.54 24.00 26.91 30.13 33.72 38.19 21.02 23.29 26.49 29.78 34.00 38.70
standard deviation
(kg)
3.14 3.37 4.58 5.49 6.14 7.67 2.89 3.41 4.37 5.19 6.54 7.18
number of people 1113 1113 1109 1093 1119 1067 1107 1117 1106 1084 1120 1046
average
(s)
11.57 10.66 10.18 9.56 9.23 8.90 11.89 10.97 10.49 9.89 9.58 9.12
standard deviation
(s)
1.05 0.79 0.96 0.80 0.79 0.75 0.95 0.84 0.79 0.76 0.76 0.63
number of people 1120 1117 1103 1100 1121 1067 1120 1122 1103 1096 1118 1046
average
(cm)
115.56 126.25 137.37 147.14 156.50 163.72 106.56 117.17 128.15 138.05 146.77 155.20
standard deviation
(cm)
17.71 17.12 18.26 18.85 18.87 19.64 15.99 16.72 17.31 19.26 19.23 18.07
number of people 1115 1125 1112 1098 1128 1067 1113 1117 1113 1073 1114 1047
average
(m)
9.30 13.33 17.49 21.54 24.86 28.41 5.91 7.83 9.93 12.37 14.58 16.85
standard deviation
(m)

































































































































































































図 3 トラッキング状況のサンプル 






















6.5 7.5 8.5 9.5 10.5 11.5
raw data -1.5SD -0.5SD
regression +0.5SD +1.5SD
Measurement time 50m run Evaluation Score
  1st grades ①April 14.3 Inferior +5
  1st grades ②October 12.8 Inferior +5
  2nd grades ①April 13.2 Inferior +5
  2nd grades ②October 12.3 Inferior +5
  3rd grades ①April 12.0 Inferior +5
  3rd grades ②October 11.7 Inferior +5








  5th grades ①April 9.9 Average +3
  5th grades ②October 9.8 Average +3









































































































































































































































Average 1 4 1
Somewhat
inferior





























Average 1 1 3
Somewhat
inferior
1 1 4 1















































































































































第 2 節 方 法 
 
第 1 項 対 象 
本研究の対象は，1994 年度および 1995 年度に生まれた者で，小学 1 年時から中学 3 年時










第 2 項 身長における縦断的加齢評価チャートの構築 
 
本研究では，小学 1 年時から中学 3 年時へと成長する段階で，低身長や高身長と判定さ
れた者がどのような身長推移を示すか分析する．そのために，それぞれの年齢で身長評価を
することができる評価チャートを作成する必要がある．そこで，本研究で得られているデー







M+1.5SD 以上を”高身長”，M+0.5SD 以上 M+1.5SD 未満を”やや高身長”，M-0.5SD 以上
M+0.5SD 未満を“標準”，M-1.5SD 以上 M-0.5SD 未満を”やや低身長”，M-1.5SD 未満を“低




第 3 項 解析手順 
 
高身長者における各個人の縦断的データが，どのように評価帯を変動するか分類するた













第 3 節 結 果 
 
第 1 項 低身長者と高身長者の基礎統計値 
 
表 2 は，本研究で低・高身長と判定された人数と各年代の平均身長を示している．まず，
低身長者と判定された男子は，人数が 149 名 (中学 3 年時の平均身長：150.3±1.8 cm)で，
女子 101 名 (中学 3 年時の平均身長：143.7±1.4 cm) であった．そして，高身長者と判定さ
れた男子は，人数が 88 名（中学 3 年時の平均身長：179.27±1.46 cm）で，女子は 93 名（中
学 3 年時の平均身長：168.52±1.73 cm）であった． 
 
第 2 項 低身長者におけるトラッキングの特徴 
 
図 3 および図 4 は，低身長群における各年代の平均値を本研究で作成された評価チャー




図 5 および図 6 は，分類された人数を割合で示している．その結果，男子においては，
“低身長→低身長”群は 36.91%（55／149 名），“やや低身長→低身長”群は 51.68%（77／
149 名），“標準→低身長”群は 10.74%（16／149 名），“やや高身長→低身長”群は 0.67%（1
／149 名），“高身長→低身長”群は 0.00%（0／149 名）となり，約 9 割が M-0.5SD 値より低
い身長の範囲を推移して発育していた．一方，女子においては，低身長→低身長”群は 48.51%
（49／101 名），“やや低身長→低身長”群は 38.61%（39／101 名），“標準→低身長”群は
10.89%（11／101 名），“やや高身長→低身長”群は 1.98%（2／101 名），“高身長→低身長”





第 3 項 高身長者におけるトラッキングの特徴 
 
図 7 および図 8 は，高身長群における各年代の平均値を本研究で作成された評価チャー




図 9 および図 10 は，分類された人数を割合で示している．その結果，男子においては，
“高身長→高身長”群は 61.36%（54／88 名），“やや高身長→高身長”群は 32.95%（29／88
名），“標準→高身長”群は 4.55%（4／88 名），“やや低身長→高身長”群は 1.14%（1／88
名），“低身長→高身長”群は 0.00%（0／88 名）となり，約 9 割が M+0.5SD 値より高い身長
の範囲を推移して，発育していた． 一方，女子においては，“高身長→高身長”群は 30.11%
（28／93 名），“やや高身長→高身長”群は 49.46%（46／93 名），“標準→高身長”群は 16.13%
（15／93 名），“やや低身長→高身長”群は 4.30%（4／93 名），“低身長→高身長”群は 0.00%















その結果，9 年間全て“低身長”の評価帯に推移していた者と，中学 3 年時になるまでに
一度でも“やや低身長”に評価され，その後“低身長”へと推移した者は，合わせると，男
子では 149 名中 132 名 (88.59%) で，女子では 101 名中 88 名 (87.12%) であった．高身長
者に関しては，高身長者の発育プロセスについて検証した結果，9 年間全て“高身長”の評
価帯に推移していた者と，中学 3 年時になるまでに一度でも“やや高身長”に評価され，そ
の後“高身長”へと推移した者とを合わせると，男子では 88 名中 83 名（94.31%）で，女子
では 93 名中 74 名（79.57%）となった．高橋ら（1994）は，小学 1 年時（6 歳）から高専 5
年時（19 歳）までの 14 年間の身長データがそろった男子学生 163 名の身長変動を調査した
ところ，小学 1 年時に低身長と判定された者が，中学 3 年時でも低身長と判定されたのは
57.6%であり，小学 1 年時に高身長と判定された者が，中学 3 年時でも高身長と判定された
のは 51.5%であったと報告している．また，村松ら（1988）も，身長計測値を Percentile Method







































0.67%，“高身長→低身長”群は 0.00%となり，約 9 割が M-0.5SD 値より低い身長の範囲を
推移して発育していた．一方，女子においては，すべての年齢段階で“低身長”と判定され
たのは 48.51%，“やや低身長→低身長”群は 38.61%，“標準→低身長”群は 10.89%，“やや
高身長→低身長”群は 1.98%，“高身長→低身長”群は 0.00%となり，男子と同様，約 9 割
が M-0.5SD 値より低い身長の範囲を推移して発育していた．一方，すべての年齢段階で“高
身長”と判定されたのは，男子では 61.36%で，“やや高身長→高身長”は 32.95%，“標準→
高身長”は 4.55%，“やや低身長→高身長”群は 1.14%，“低身長→高身長”は 0.00%となり，
約 9 割が M+0.5SD 値より高い身長の範囲を推移して発育していた．女子においては，すべ
ての年齢段階で“高身長”と判定されたのは 30.11%，“やや高身長→高身長”は 49.46%，
“標準→高身長”は 16.13%，“やや低身長→高身長”は 4.30%，“低身長→高身長”は 0.00%
となり，約 8 割が M+0.5SD 値より高い身長の範囲を推移して発育していた． 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 4 女子における低身長者のトラッキング状況 
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第 2 節 方 法 
 
第 1 項 対 象 
 
本研究は，年少時から小学 6 年時（小学 1，2 年生を除く）に，縦断的に運動機能［握力，
長座体前屈，50m 走（幼児期は 25m 走タイムを 2 倍した値を用いた），立ち幅跳び，ソフト
ボール投げ］測定を行った男子 102 名と女子 106 名を対象とした．そして，この対象者の
内，年少時に高運動機能と判定された男女児（男児＝握力：30 名，長座体前屈：35 名，50m
走：21 名，立ち幅跳び：23 名，ソフトボール投げ：19 名，女児＝握力：29 名，長座体前屈：









女子：106 名）を基に，各学年における各運動機能の M，M±0.5SD，M±1.5SD 値に対して，
ウェーブレット補間モデルを適用し，運動機能の縦断的加齢発達評価チャートを構築した
（図 1-1～1-5，図 2-1～2-5）．評価チャートの判定基準としては，M+1.5SD 以上を”優れる”，
M+0.5SD 以上 M+1.5SD 未満を”やや優れる”，M-0.5SD 以上 M+0.5SD 未満を“標準”，M-
1.5SD 以上 M-0.5SD 未満を”やや劣る”，M-1.5SD 未満を“劣る”とした．なお，ウェーブレ
ット補間については，前項（第 4 項）を参照されたい． 
144 
 






準の評価帯に定着すれば＋5 点，基準から 1 ランクずつ変化すれば 1 点ずつ減点するように























は 50%（15/30 名），長座体前屈は 34%（12/35 名），50m 走は 62%（13/21 名），立ち幅跳び
は 52%（12/23 名），ソフトボール投げは 58%（11/19 名）がトラッキングしていた．女子に
おいては，握力は 45%（13/29 名），長座体前屈は 59%（17/29 名），50m 走は 84%（16/19 名），

















































ける運動能力のトラッキング判定において，握力は 50%（15/30 名），長座体前屈は 34%（12/35
名），50m 走は 62%（13/21 名），立ち幅跳びは 52%（12/23 名），ソフトボール投げは 58%
（11/19 名）がトラッキングしていた．女子においては，握力は 45%（13/29 名），長座体前
屈は 59%（17/29 名），50m 走は 84%（16/19 名），立ち幅跳びは 60%（15/25 名），ソフトボ
ール投げは 52%（13/25 名）がトラッキングしていた．これらのことから，早期でのスポー
ツタレント発掘を行う場合，まずは身体を巧みに動かすための「高い神経系能力保持者」と
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第 1 節 本章の目的 
 
組織は，ヒト，モノ，カネ，情報という経営資源を活用し，存続・成長をしている．その
中でも，ヒトの管理について，1970 年代もしくは 1980 年代以降，人的資源管理（Human 
Resource Management : 以下 HRM）が普及した．さらに HRM は，経営戦略とどのようにか
かわるべきかという観点から，両者の関係を考察した戦略的人的資源管理（Strategic Human 














































第 2 節 ジュニア期のスポーツタレント発掘における身体的要素の要件定義 
 


















































第 3 節 方 法 
 
第 1 項 対 象 
 
本研究の対象は，2006 年度～2012 年度で某県のタレント発掘事業に参加した小学 2 年生
～小学 5 年生の男子 2004 名（2 年：534 名，3 年：615 名，4 年：485 名，5 年：370 名）と
女子 1453 名（2 年：331 名，3 年：430 名，4 年：394 名，5 年：298 名）であった． 
 
第 2 項 体格項目および運動機能項目 
 
体格項目として“身長”データを用い，運動能力項目として“反復横跳び”，“25m 走”，
“4 方向ステップ”の 3 項目のデータを本研究では用いた． 
 





1）運動能力項目（反復横跳び，25m 走，4 方向ステップ）における各データの小学 2 年生

































第 4 節 結 果 
 
第 1 項 高運動機能者の抽出 
 
図 1～図 6 は，ウェーブレット補間モデルを用いて作成された各運動項目のスパン評価チ
ャートである．本研究では，このスパン評価チャートに各個人のデータを適用し，高運動能
力者を抽出した．その結果を表 1 に示した．割合でみてみると，各項目および性別で若干ば
らつきがあるものの対象者の 30 %前後の者が，「高運動能力者」として抽出された． 
 
第 2 項 「高運動機能者」兼「高身長者」の抽出 
 
文部科学省から公表されている小学校 2 年生～小学 5 年生の身長の平均値+0.5SD 以上の
者を高身長者として抽出した．各学年における身長の平均値+0.5SD の値は，男子＝2 年生：
125.04 cm，3 年生：130.88 cm，4 年生：136.34 cm，5 年生：142.11 cm であった．女子＝2 年












































































































































































































































































図 3 ウェーブレット補間法による男子の 4
方向ステップ評価チャート 








































2nd 148 /534 27.7 114 /331 34.4 
3rd 195 /615 31.7 129 /430 30.0 
4th 173 /485 35.7 126 /394 32.0 
5th 165 /370 44.6 103 /298 34.6 
25-m 
run 
2nd 110 /534 20.6 118 /331 35.6 
3rd 193 /615 31.4 143 /430 33.3 
4th 157 /485 32.4 134 /394 34.0 
5th 130 /370 35.1 92 /298 30.9 
4-way 
steps 
2nd 169 /534 31.6 85 /331 25.7 
3rd 197 /615 32.0 140 /430 32.6 
4th 156 /485 32.2 127 /394 32.2 







































2nd 76 /534 14.2 64 /331 19.3 
3rd 98 /615 15.9 55 /430 12.8 
4th 68 /485 14.0 47 /394 11.9 
5th 73 /370 19.7 49 /298 16.4 
25-m 
run 
2nd 58 /534 10.9 62 /331 18.7 
3rd 100 /615 16.3 74 /430 17.2 
4th 80 /485 16.5 61 /394 15.5 




2nd 85 /534 15.9 46 /331 13.9 
3rd 99 /615 16.1 67 /430 15.6 
4th 73 /485 15.1 56 /394 14.2 






























































































の「体格」と「運動機能」においては，小学 1 年生から小学 6 年生までの縦断的発育・発達
データに対して，ウェーブレット補間モデルによって構築された体格・運動機能の加齢スパ
ン評価チャートを適用し，それらのトラッキング状態を解析することで明らかにした．結果
として，体格および運動機能ともに，小学 1 年生から小学 6 年生までほぼトラッキングす
ることが確認された．一方，標準を逸脱した低身長者および高身長者のトラッキング状況に
ついて，中学 3 年時の非常に身長が低い者（平均値-2.0SD 未満）と高い者（平均値+2.0SD
以上）を対象に，小学 1 年時からの発育傾向を検討した．その結果，まず低身長者につい
て，男女ともに約 9 割が，M-0.5SD 値より低い身長の範囲を推移して発育していた．高身長
者については，男子は約 9 割が，女子は約 8 割が M+0.5SD 値より高い身長の範囲を推移し























































況を検証することにより，どの項目も小学 1 年時から小学 6 年時までトラッキングする可
能性が非常に高いことが明らかとなった．検討課題Ⅵでは，標準から逸脱した低身長者と高















































 しかしながら，本研究におけるタレント発掘モデルは 1 つの提案であり，選手が有してい
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